
 
 

Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｅ
Ｉ 

 

中
三 

 

文
法
プ
リ
ン
ト 

 

25 
紛
ら
わ
し
い
品
詞
② 

◇
例
文
◇ 

    

◇
見
分
け
方
◇ 

 
 

● 
 

断
定
の
助
動
詞
は
、
体
言
や
あ
る
種
の
助
詞
に
つ
き
、
断
定
す
る
。 

 
 

● 
 

過
去
・
完
了
の
助
動
詞
は
、
用
言
に
つ
き
「
た
」
が
濁
音
に
な
っ
た
も
の
。 

● 
 

助
動
詞
「
そ
う
だ
」
は
「
よ
う
だ
」
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
だ
け
で
一
語
。 

 
 

● 
 

形
容
動
詞
の
場
合
は
、
自
立
語
で
、
「
だ
」
が
「
な
」
の
形
に
な
れ
る
。 

◇
演
習
問
題
◇ 

１ 
 

次
の
文
の
「
だ
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

○ 
 

日
本
は
天
災
多
発
国
だ
。 

 
 

 
 
 
 

〈
三
重
県
〉 

 
 
 
 

ア 
 

こ
の
雨
は
、
と
う
ぶ
ん
の
間
降
り
続
く
そ
う
だ
。 

（ 

） 

 
 
 
 

イ 
 

私
は
、
休
日
に
な
る
と
い
つ
も
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
。 

 
 
 
 

ウ 
 

き
ょ
う
の
父
の
顔
は
じ
つ
に
お
だ
や
か
だ
。 

 
 
 
 

エ 
 

今
の
二
人
に
必
要
な
の
は
、
心
の
触
れ
合
い
だ
。 

２ 
 

次
の
文
の
「
だ
」
と
同
じ
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

○ 
 

雲
を
つ
か
む
よ
う
な
た
よ
り
な
い
も
の
だ
。  

 
 
 
 

〈
兵
庫
県
〉 

 
 
 
 

ア 
 

彼
の
行
動
は
り
っ
ぱ
だ
。 

 
 

（ 

） 

 
 
 
 

イ 
 

こ
こ
が
私
の
故
郷
だ
。 

 
 
 
 

ウ 
 

あ
す
は
雨
に
な
る
よ
う
だ
。 

 
 
 
 

エ 
 

私
は
バ
ス
を
乗
り
継
い
だ
。 

◇
例
文
◇ 

   

◇
見
分
け
方
◇ 

 
 

● 
 

①
は
「
そ
の
と
お
り
だ
」
の
意
味
で
、
副
詞
の
「
そ
う
」
に
断
定
の
助
動

詞
の
「
だ
」
が
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

● 
 

伝
聞
の
助
動
詞
「
そ
う
だ
」
は
自
分
の
判
断
で
は
な
く
人
か
ら
聞
い
た
話
。 

 
 

● 
 

様
態
の
助
動
詞
「
そ
う
だ
」
は
、
自
分
が
見
て
、
そ
う
い
う
様
子
、
態
度

と
判
断
し
た
場
合
で
あ
る
。 

◇
演
習
問
題
◇ 

１ 
 

次
の
文
の
「
そ
う
だ
」
と
同
じ
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
も
の
を
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

（ 

） 
 
 

〈
滋
賀
県
〉 

 
 

○ 
 

創
造
と
い
う
と
芸
術
の
世
界
だ
け
の
こ
と
に
受
け
取
ら
れ
そ
う
だ
。 

ア 
 

今
日
は
暖
か
そ
う
だ
。 

イ 
 

記
録
に
残
す
そ
う
だ
。 

 
 
 
 

ウ 
 

試
験
を
受
け
る
そ
う
だ
。 

エ 
 

今
年
は
雪
が
多
い
そ
う
だ
。 

２ 
 

次
の
文
の
「
そ
う
だ
」
と
同
じ
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
の
も
の
を
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

（ 

）  
 
 

〈
山
形
県
〉 

 
 

○ 
 

彼
は
、
い
か
に
も
幸
福
そ
う
だ
。 

 
 
 
 

ア 
 

次
は
外
国
に
行
く
そ
う
だ
。 

イ 
 

午
後
は
雨
が
降
り
そ
う
だ
。 

 
 
 
 

ウ 
 

そ
う
だ
。
思
い
出
し
た
。 

 
 
 
 

エ 
 

実
験
は
成
功
し
た
そ
う
だ
。 

 

◇
例
文
◇ 

      

◇
見
分
け
方
◇ 

 
 

● 
 

①
の
終
助
詞
の
「
な
」
は
、
禁
止
の
意
味
を
表
し
、
文
末
に
く
る
。 

● 

②
は
、
形
容
動
詞
「
静
か
だ
」
の
連
体
形
「
静
か
な
」
の
語
尾
で
あ
る
。 

 
 

● 
 

③
は
、
連
体
詞
「
お
か
し
な
」
の
一
部
で
あ
る
。 

 
 

● 
 

④
は
、
助
動
詞
「
よ
う
だ
」
の
連
体
形
「
よ
う
な
」
の
一
部
で
あ
り
、「
そ

う
だ
」
と
い
う
助
動
詞
の
連
体
形
「
そ
う
な
」
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
よ
い
。 

 
 

● 
 

⑤
の
助
動
詞
は
、
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
体
形
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
形
の
下
に
「
の
に
」「
の
で
」「
の
」
な
ど
の
助
詞
が
く
る
と
き
だ
け
し

か
使
わ
れ
な
い
。 

 
 
 
 

□例 
 

き
ょ
う
は
休
み
だ
。 

（
断
定
の
助
動
詞
） 

 

き
ょ
う
は
休
み
な
の
で
．
．
、
遊
園
地
に
行
っ
た
。 

 

き
ょ
う
は
休
み
な
の
に
．
．
、
急
に
呼
び
出
さ
れ
た
。 

◇
演
習
問
題
◇ 

 
 

次
の
文
の
「
な
」
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。 

 
 

○ 
 

日
は
穏
や
か
な
の
に
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
。 

 

（ 

） 

 
 
 
 

ア 
 

日
曜
日
な
の
で
、
公
園
は
大
混
雑
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

イ 
 

花
は
き
れ
い
な
の
に
、
誰
も
見
て
い
な
い
。 

 
 
 
 

ウ 
 

富
士
山
の
よ
う
な
形
を
し
た
山
だ
よ
。 

 
 
 
 

エ 
 

も
う
泣
く
な
。
あ
き
ら
め
よ
う
。 

 
 
 
 

オ 
 

弟
の
喜
び
そ
う
な
本
を
買
っ
て
や
る
。 

◇
例
文
◇ 

        

◇
見
分
け
方
◇ 

 
 

● 
 

格
助
詞
の
「
に
」
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
添
え
る
の
で
注
意
す
る
。
例

文
以
外
に
、
原
因
・
理
由
・
状
態
・
並
列
な
ど
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。 

 
 

● 
 

⑤
は
、
接
続
助
詞
「
の
に
」
の
一
部
。
前
後
が
逆
接
で
あ
る
の
に
注
目
。 

 
 

● 
 

⑥
は
、
形
容
動
詞
「
静
か
だ
」
の
連
用
形
「
静
か
に
」
の
語
尾
で
あ
る
。 

 
 

● 
 

⑦
は
、
副
詞
「
す
ぐ
に
」
の
一
部
で
、
用
言
を
修
飾
し
て
い
る
。 

◇
演
習
問
題
◇ 

○ 
 

次
の
各
文
の
「
に
」
と
同
じ
意
味
・
用
法
の
も
の
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

〈
佐
賀
県
・
東
京
都
ほ
か
〉 

 
 
 
 

① 
 

次
々
に
出
発
す
る
。  

 

（ 

） 

 
 
 
 

② 
 

池
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
い
る
。  

（ 

） 

 
 
 
 

③ 
 

氷
が
と
け
て
水
に
な
る
。 

 

（ 

） 

 
 
 
 
 
 

ア 
 

東
京
に
住
ん
で
い
た
。 

 
 
 
 
 
 

イ 
 

春
め
い
て
き
た
の
に
、
ま
だ
寒
い
。 

 
 
 
 
 
 

ウ 
 

す
べ
て
失
敗
に
終
わ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

エ 
 

た
だ
ち
に
行
こ
う
。 

だ 
「
だ
」
に
は
、
形
容
動
詞
の
活
用
語
尾
と
助
動
詞
、
ま
た
は
助

動
詞
の
一
部
の
場
合
が
あ
る
。 

そ
う
だ 

「
そ
う
だ
」
に
は
副
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
と
、
助
動
詞

の
場
合
と
が
あ
る
。 

ｸ ﾗ ｽ 

 

氏名 

 

な 

「
な
」
は
助
詞
の
場
合
と
形
容
動
詞
の
語
尾
、
連
体
詞
の

一
部
、
ま
た
助
動
詞
と
助
動
詞
の
一
部
の
場
合
と
が
あ
る
。 

に 

「
に
」
に
は
、
形
容
動
詞
の
語
尾
、
副
詞
の
一
部
、
格
助

詞
、
接
続
助
詞
の
一
部
の
四
種
類
が
あ
る
。 

① 

学
校
は
休
み
だ
。 

 

（
助
動
詞
・
断
定
） 

② 

校
庭
で
遊
ん
だ
。 

 

（
助
動
詞
・
過
去
・
完
了
） 

③ 

雨
が
降
る
そ
う
だ
。 

 
（
助
動
詞
「
そ
う
だ
」
の
一
部
） 

④ 

彼
は
ほ
が
ら
か
だ
。 

 
（
形
容
動
詞
の
語
尾
） 

① 
 

な
る
ほ
ど
そ
う
だ
と
考
え
直
し
た
。 

（
副
詞
＋
助
動
詞
） 

② 
 

登
山
者
の
数
も
増
え
た
そ
う
だ
。 

（
助
動
詞
・
伝
聞
） 

③ 
 

今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
だ
。 

（
助
動
詞
・
様
態
） 

① 
 

ゴ
ミ
を
捨
て
る
な
。 

 

（
終
助
詞
） 

② 
 

静
か
な
湖
畔
を
歩
く
。 

 

（
形
容
動
詞
の
語
尾
） 

③ 
 

お
か
し
な
話
を
聞
い
た
。  

（
連
体
詞
の
一
部
） 

④ 
 

砂
糖
の
よ
う
な
甘
さ
だ
。  

（
助
動
詞
の
一
部
） 

⑤ 
 

雨
な
の
に
外
出
し
た
。 

 

（
助
動
詞
の
連
体
形
） 

① 
 

朝
七
時
に
学
校
に
行
く
。 

（
格
助
詞
・
時
間
、
場
所
を
示
す
） 

② 
 

散
歩
に
出
か
け
る
。 

（
格
助
詞
・
動
作
の
目
的
を
示
す
） 

③ 
 

歌
手
に
な
っ
た
。 

（
格
助
詞
・
作
用
の
結
果
を
示
す
） 

④ 
 

犬
に
か
ま
れ
た
。 

（
格
助
詞
・
受
身
の
相
手
） 

⑤ 
 

約
束
し
た
の
に
来
な
い
。 

（
接
続
助
詞
の
一
部
） 

⑥ 
 

静
か
に
眠
っ
て
い
る
。 

（
形
容
動
詞
の
語
尾
） 

⑦ 
 

す
ぐ
に
行
こ
う
。 

（
副
詞
の
一
部
） 


